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私は経営コンサルタントとして活動しており、講演やセミナーを
行う中で、こんな質問が多く寄せられます。

「部下のモチベーションを上げる方法は？」
「人を導くためのリーダーシップとは？」
「会社のビジョンを社員に浸透させるには？」

また、高校や大学・専門学校、親子セミナーに登壇させていただ
く機会もあり、そこで求められることが多いのが次のようなテーマ
です。

「他者や社会との関係性」
「どう生きていけばいいのか」

これらは、日本が「成熟社会」に突入した頃からよく話題にされ
るテーマです。詳しくは本文で説明しますが、成熟社会では次のよ
うな感覚が広がっています。

・�「こういう生き方が望ましい」「自由に生きてもいいよ」と書
かれている本やネット記事を見て、「その通りだ」と共感する
一方で、世の中の空気はあまり変化していない
・�今の日本では人の価値観は多様化し、幸せは十人十色。夢や
ビジョンは個別化している
・�「静かなる退職」のように、意欲を持たずに働く人が増える一

まえがき
活学の取り扱い説明書
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方で、生きがい、やりがい、働きがいを求めていながら叶っ
ていない人がたくさんいる

簡単に言うと、昔のように会社や先生の言う通りに生きていけ
ば幸せになれるわけではないということです。「自由に生きていい
よ」という情報はあふれているのに、「では、こう生きていこう」と
決断できず、生き方に迷っている人が多くいます。

これは、車の扱い方に例えて考えるとわかりやすいです。車がど
ういう仕組みで動くのかを知らず、運転方法もよくわかっていなけ
れば、車が本来持っているパフォーマンスを最大限に発揮すること
はできません。同様に、人がどういうものかを理解しておらず、ど
ういう考え方で人生に臨めばいいかよくわかっていなければ、「自
分」のパフォーマンスを最大限発揮することはできません。

本書で扱う「活学」とは、人の「活力」にフォーカスし、心理学や
社会学、哲学や物理学などで既知の定説となっている理論や考え方
を用い、成熟社会に合わせて体系化したものです。
「学問」と定義はしていますが、人間学や国家論のような、高尚な
ことは書いていません。「活き活きと過ごす」という観点から、「人
間ってこうやってできているよね」「こう考えると生きやすいよ
ね」と捉えることで「自分」という人間のパフォーマンスをより発
揮できるようにします。「自分の生き方はこれでいいのかな」「よく
わからないまま流されて、ただ歳を取ることに疑問を感じる」「自
分の人生を変えたい」。そんな気持ちになったときに、「活学」を活
用していただければと思います。

また、「活學」は、日本の哲学者・思想家として著名な安岡正
まさ

篤
ひろ

氏
が、人間の生き方について人間学や国家論を記した本のタイトルの
1つです。そのオマージュとして、恐れながら同じ名前にしていま
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す。この本を手に取った方は、ぜひ安岡正篤氏の本も読んでみてく
ださい。

活学を学んで人生が変わった方が私の周りには大勢います。

・�親子関係の問題によって親を憎んでいた人が、親をゆるし、
楽に生きられるようになった
・�自分の仕事に疑問を持っていた人が、仕事を天職と言えるよ
うになり、今まで以上に大きな成果を出すことができるよう
になった
・�生きる意味も、生き方もわからず虚無感に陥っていた人が、
やりたいことが見つかって毎日を楽しく夢中で生きられるよ
うになった

亡くなった私の父も、活学によって活力を取り戻した1人です。 
父は亡くなる2年ほど前から、たび重なる病の影響で人工呼吸器を
つけることになり、会話も食事もできなくなりました。その上、自
力での排便ができなくなりストーマをつける事態にもなりました。
生きる希望を持てず、自殺さえ考える状況となった父に、活学的な
ビジョンを与えるために、私はこう伝えました。

「将来、もし私が親父と同じような状況を味わうことになっても、
絶望せず、毅然とした生き方ができるように、その手本を今の私に
示してほしい」

すると父は、見違えるように日々を活き活きと過ごしてくれるよ
うになりました。医者には絶対に無理だと言われていたのに、奇跡
的に食事も会話もできるようになり、最期まで私たち家族を冗談で
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笑わせる余裕を持ちながら、毅然とかっこよく過ごして亡くなりま
した。

このように、活学を身につけることで自分自身が活力を持てるよ
うになり、身近な人を元気づけることもできるようになります。

活学のスローガンは、「自分だけは自分のファンでいよう」です。
そんな活学の世界に触れ、人間を知り、自分を知り、今後の人生を
彩りあふれる幸せなものにしていただけたら幸いです。

なお、本書はページ数の都合から元の原稿の半分の情報量で出版
されています。説明が足りない部分もあるかもしれません。機会が
あれば読者のみなさんの前で、割愛部分をお話しできればうれしく
思います。
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